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   Ｂ２９Ｃ  70/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/24     (2006.01)
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   Ｂ２９Ｃ  70/10     (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ｂ２９Ｃ   67/14     　　　Ｔ
   Ｂ２９Ｃ   67/14     　　　Ｘ
   Ｂ２９Ｋ  105:08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月14日(2017.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　孔のパターンを有する複合材積層板レイアップを製造する方法であって、前記方法は、
　単方向プリプレグ繊維の複数のプライをレイアップすることによってレイアップを形成
することを含み、前記プライの各々は、プリプレグ繊維トウのバンド幅を横たえることに
よってレイアップされ、前記方法は、
　前記バンド幅が横たえられている際に、前記バンド幅の各々内の前記トウを互いから間
隔を空けさせて、前記トウの間にギャップを形成すること、
　前記バンド幅が横たえられている際に、前記トウの位置を制御すること、
　前記バンド幅が横たえられている際に、前記トウの間の前記ギャップを制御すること、
　前記プライの繊維配向を変化させて、前記レイアップ内に孔のパターンを形成すること
、
　前記レイアップを硬化させること、及び
　熱的に硬化可能な熱硬化性材料である樹脂であって、熱的硬化の間に前記樹脂が前記孔
を埋めることを妨げる流れ特性を前記樹脂に与える粘性を有する前記樹脂を選択すること
を含む、方法。
【請求項２】
　前記プライの各々は、数値制御された自動繊維配置機械であって、１又は複数の数値制
御プログラムによって動作されるコンピュータ又はプログラム可能論理コントローラを含
む自動繊維配置機械を使用してレイアップされる、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記トウに間隔を空けさせることは、前記トウの間の前記ギャップを変化させることを
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記トウの幅を変化させることを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　織物材料及び織られていない材料のうちの少なくとも１つを、前記レイアップの前記プ
ライ内に埋め込むことを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　孔の位置、孔のサイズ、及び孔の形状を選択すること、並びに
　前記プライを自動的にレイアップし、前記プライの前記繊維配向を変化させて、選択さ
れた孔のサイズ及び形状を有する前記孔のパターンを形成するように、自動繊維配置機械
をプログラムすることを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　孔のパターンを有する複合材積層板であって、
　前記積層板内に孔のパターンを形成するように配置された、変化する繊維配向を有する
間隔が空けられた複数の繊維トウ、及び
　前記繊維トウが埋め込まれた樹脂マトリックスを備える、複合材積層板であって、
　前記樹脂マトリックスが、熱的に硬化可能な熱硬化性材料であり、熱的な硬化の間に樹
脂が前記孔の中へ流れることを妨げる流れ特性を前記樹脂に与える粘性を有する、複合材
積層板。
【請求項８】
　繊維トウが、異なる繊維配向を有する複数のプライ内に配置される、請求項７に記載の
複合材積層板。
【請求項９】
　前記繊維トウが、変化する幅を有する、請求項７に記載の複合材積層板。
【請求項１０】
　前記孔が、各々、多角形状を有する、請求項７に記載の複合材積層板。
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